
平成26年 度　 群馬大学教育学部　障害児教育専攻

推薦入試問題(小 論文)

解答上の注意

(1)　 小論 文 の解 答 時 間 は90分 で す。

(2)　 問題 は2つ あ ります 。 両方 に解 答 して くだ さい。

(3)　 解 答 用 紙2枚 それ ぞれ に、 受 験番 号 を必ず 記入 して くだ さい。

(4)　 問題 用 紙 、 下書 き用 紙 、受 験 票 は各 自持ち帰 って くだ さい。
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問 題1

下の文章を読み、筆者が「もしも人間が昆虫のように変態するとしたら、その身体の変化を考

慮せずに脳だけ研究することは無意味なはずだろう」(下線部)と述べる理由を、本文に基づい

て600字 以 内 で論 じて くだ さい。

<環 境 との関係性 と しての 心>

「愛する」というのは心の働きであろう。しかし、心(脳)の中で愛という思念が生じている

こ とが 、愛 す る とい うこ とな のだろ うか。

「心が愛する」、あるいは「脳が愛する」という表現と、「太郎が愛する」という表現を比べ

てほしい。「心(脳)が愛する」とはかなり人工的な言い回しに思われるだろう。「太郎が愛す

る」の表現が、多様で、具体的で、身体を伴った愛のやりとりを思いつかせるのに対して、「心

が愛する」の方は抽象化され、無個性化されている。さまざまな行為の集合として愛があるので

は な く、 あたか も愛す る とい う行為 に抽 象的 な本 質が あ り、心 がそれ を思念 してい るかの よ うで

あ る。

相 手 とのや り取 りを含 む はず の愛す る とい う行 為 は、愛す るとい う思惟(しい)と同一視 され る。だが、

「愛するという思考」とは何のことをいうのであろうか。「愛しています、愛しています」と内

語(発 声 しない音 量 を絞 った発話)を呟(つぶや)けば、愛 してい るこ とに なるのだ ろ うか。

身体 のない愛 、対象(こ の場合 、恋人)と の一切 のや り取 りのない愛 は、愛 の名 に値す るだろ

うか。

「考える」にっいても同様である。たとえば、「売れる新製品を考えなさい」という指示を会

社 の 上 司 か ら 受 け た 場 合 、 そ の 問 題 に つ い て 何 の 行 動 も せ ず に 、 た だ 空 想 を 繰 り 返 し た と こ ろ で

「考えた」ことにはならないだろう。この場合の「考える」とは、試供品を配って調査し、他社

の同種 製品 と比較 し、 市場 の さま ざまな情報 を集 めて最終 判断 を くだす といった一連 の過程 を指

す はず で ある。 それ は 、文字 通 り、額 に汗 して到達で き る実務 的 な仕 事で あ る。

ところが、「この問題について心だけで考えておきなさい」という指示ならばどうだろうか。

お そ ら く、あ なたは ほ とん ど何 も しな くて よいだ ろ う。 もちろ ん、そ う した指示 をす る上 司は、

実社会 ではい ない はず で あ る。

私がここで問いたいのは、対象の性質やそれに向かう行動の性質から完全に独立した「愛する

こと一般」、あるいは「思考すること一般」というものが存在するだろうか、そして、そうした

ものが心=脳 の 中に存在 す る といえ るだ ろ うか、 とい うこ とで あ る。

「愛する」「考える」といったことは、実際には、現実世界との双方向的なやり取りの中で成

立す る過程 で あ り、対象 や それへ の行動 か ら切 り離 してそれ らの行 為そ の ものを抽出す る ことは

で きな い よ うに思われ る。愛 す る心 も考 える心 も、それが働 きか け る外 的環境 と、働 きかけ るた

めの身 体を必要 とす る。愛 も思 考 も拡 張 した心 に よって 実現す る。頭 の 中でな され てい る ことは、

そ うした身体 と環境 を め ぐる拡 張 した心のサイ クルの一部 なので あ る。

<身 体性>

拡張した心を主張する哲学者がとくに重視するのが、身体の役割である。これまで述べてきた

ように、「心」と呼ばれる働きの多くは、環境との相互作用によって成立するが、環境とのやり

取 り を 担 っ て い る の が 身 体 だ か ら で あ る 。

か りに、身体活 動 を制御す るのが脳 であ る として も、脳 の制 御 はす で に一 定の身体 の特性(サ

イ ズ、材 質、形 状、 内部構造 、可動範 囲)を 前提 と してお り、それ か ら独 立 した制御 な どあ りえ



ないで あ ろ う。

人間 の脳 は、身体 を原 子 レベル か ら再構成す るよ うなプ ログラムを実行 して い るのではない し、

筋肉の線維 一 本 一本 の構 成 を分子 レベル か ら組み立 て るよ うな指令 は してい ない。骨 格 を どの よ

うに構成 す るか 、筋 肉を どの方 向に収縮 し弛緩す るか にっ いて さえ指令 していな い。 身体の 特性

とその振る舞いの効果については、脳は何の制御も行うことはできない。それらはすべて身体の

中に書 き込 まれ て い る。 む しろ、脳 が行 う制御 は、身体 の特性 や振 る舞い が環境 に対 して一定 の

効果 を もち うる ことを最初か らの前提 と して い る。

したがって、脳が出す指令があるとすれば、そのヴォキャブラリーも文法も、身体という言語

で書かれているはずである。単純にいえば、脳の方が、身体の能力、身体がもつ外界への効力に

完全 に依 存 して い るの で ある。

極端な想像であるが、もしも人間が昆虫のように変態するとしたら、その身体の変化を考慮せ

ずに脳 だ け研 究 す る こ とは無意 味 なはず だろ う。身体 こそ が環境 と交流す るので あ り、その身体

あっての脳 で あ る。 知覚 の よ うな環境 の認識 におい て も、身体 は探索的 に環境 を動 き回 って情 報

を獲得 す る。 環 境 の 中で活動 し、 そ こに働 きか けなが ら影響 を受 ける身 体 な しに、心は成立 しな

いので ある。

出典　河野哲也(2008)『暴走する脳科学―哲学・論理学からの批判的検討―』.光文社新書.

(出題 にあた り一部改変)
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問 題2

「はないちもんめ」という遊びについて、杉本(2011)は次のように解説している。

2組に分かれて、横一列で並び、「勝ってうれしいはないちもんめ」「負けてくやし

いはないちもんめ」と歌いながら、相手の組から欲しい子を指名し、じゃんけんで勝っ

た方 がその子 を 自分 の組 に入れ るとい う単純 な遊 びで ある。一説 には、 口減 らしのため

の人 買いが この 遊び の も とになってい るとい われ てい るが、遊 ぶ子 どもはそ んな ことは

知 らない。そ れ よ りも、 自分 が指名 され ず 、最後 まで残 って しま った らど うしよ うとい

う不 安 な気 持 ち でい っぱい にな るの だ。これ も、独 りぼっ ちにな って しま う怖 さであ る。

同様に、子どもに人気の遊びである「かくれんぼ」も、実は怖い遊びの一つであるとも言われ

る。「かくれんぼ」がどのように怖い遊びであるかを分析し、それでも子どもに好まれる理由を

600字 以 内で述べ て くだ さい。

出典　杉本厚夫(2011)『「かくれんぼ」ができない子どもたち』.ミネルヴァ書房.

(出 題 にあた り一 部改 変)


